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研究期間 

 2024年6月1日－2025年3月31日 

 

研究計画の内容 

 大正時代に九州帝国大学教授であった中山平次郎によって紹介された新町支石墓群

は、昭和61年に初めての発掘調査が行われ、弥生時代早期の支石墓と人骨が確認された

ことで今日まで注目され続けている遺跡である。新町支石墓群の調査成果については昭

和62年に文化財調査報告書が刊行され、遺構や遺物の報告に加え、出土人骨の計測や分

析結果についても触れられており、新町弥生人の形質やルーツ・文化を考える上での基

礎資料となっている。しかし、当時の分析結果には主要な人骨の写真や計測データしか

掲載されていないため、出土人骨全体の形状を知ることができない。また人骨から観察

可能な儀礼・習俗に関しては発掘調査時の見解後の詳細な検討が行われていない。した

がって、人骨そのものの観察・計測およびデータの分析と発掘当時の写真資料を用いた

出土状況の精査、それらを基礎とした最新研究が待たれる。 

現在、糸島市で進められている新町支石墓群の整備にあたり、整備検討委員会委員と

して史跡整備事業に参画しているが、一昨年度より行っている葬送行為および新町弥生

時代人の形質に関する最新の研究成果を、展示品や解説パネル等に反映させることで、

研究成果を市民をはじめとする来場者へ還元したい。 

今年度の具体的な内容としては、昨年度採取した人骨嵌入石鏃と一体と考えられる糸

島市収蔵石鏃の３Dデータ化とそれぞれのレプリカ作成およびそれらの接合関係の検討

（舟橋担当）、新町遺跡出土人骨の四肢骨MSMsに関する分析（米元担当）を予定してい

る。また、今秋には九州大学内のフジイギャラリーにおいて九州大学の弥生時代人骨研

究の展示を行う予定であり、その中で一昨年からの本事業の研究成果および人骨のレプ

リカ、３Dデータを用いた展示を一般に公開する。加えて一昨年度に新町遺跡出土人骨の

３Dデータ取得から始めた出土人骨の「復顔」に関しても、今年度前半に粘土塑像の完成



作業を目指している（川久保担当）。これらの研究事業を遂行することで整備のテーマ

である「顔の見える展示」を実現し、新町支石墓群のシンボルとして遺跡および糸島市

全体のＰＲ活動に活用していきたいと考えている。 

 

研究成果 

① 出土状況の再確認：新町遺跡と同時代の佐賀県大友遺跡の支石墓人骨出土状況を検討

し、新町遺跡にみられる葬送行為との比較検討を行った（主担当：舟橋）。 

作業においては糸島市地域振興部 文化課 博物館／文化財係の平尾和久氏をは

じめとする糸島市職員各位にご協力いただいた。 

図１再検討を行った個体の一例（新町遺跡24号墓） 

 

② 形質：新町遺跡出土人骨の四肢骨を用いた生業復元及び新町遺跡出土人骨の受傷人骨

および付随する石鏃の３D化および本プロジェクト研究の成果を一部とする展示発表

を行った。（主担当：米元） 

これまでほとんど検討されてこなかった新町遺跡出土人骨の四肢骨に関して、MSMs

（筋付着部）の観察・分析を行い活動パターンに関する検討を行った。加えて、受傷

痕のある24号墓出土人骨の受傷部位に付属すると考えられる柳葉形石鏃の３Dデータ

およびCT画像の取得を行った（令和３～７年度 文部科学省 科学研究費助成事業 学術変革領域研究

（Ａ）21A102「ゆらぎの場としての水循環システムの動態的解明による水共生学の創生」CT使用）。 

     作業においては糸島市博物館／文化財の平尾和久氏・江野道和氏をはじめとす

る糸島市職員各位にご協力いただいた。 

   また、年度後半には、九州大学フジイギャラリーにおいて、本プロジェクトの研究

の成果を一部使用した展示『弥生時代の人々』を開催するとともに、それに伴い

新町遺跡の発掘にも参加した九州大学名誉教授中橋孝博氏による講演会を10月26

日九州大学 日本ジョナサン・KS・チョイ文化館で開催した。  

 



③ 復顔：新町遺跡9号墓出土人骨の復顔を行った（主担当：川久保）。 

復顔に関しては、昨年度までの咀嚼筋・表情筋の作成に引き続いて、皮膚等の復元

を行い、復顔粘土像を完成させた。この復顔年度像を基に新町遺跡9号人骨の復顔模

型が完成している。 

図2新町遺跡9号墓出土人骨の復顔過程（復顔の写真は川久保氏提供） 

図3新町遺跡9号墓出土人骨の復顔完成像 

④ 総合成果：それぞれの研究成果に関する報告を 糸島市主催の第8回伊都国フォーラ

ム「よみがえる弥生人-支石墓が語る弥生のはじまり」の第2回（令和7年3月15日（土）

において行った。 


